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１．フィジカルインターネットとは？
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フィジカルインターネットとは？
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インターネットと同様にフィジカル（＝物流）の世界に適用し
オープンにして不特定多数の事業者の参加を可能にしようと
いうものがフィジカルインターネットのコンセプトである。

究極のオープンな共同物流
（物流のシェアリング）

物流は、所有からシェアへ！
（物流は競争領域から協調領域へ）
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フィジカルインターネットの定義

ブノア・モントルイユ 、エリック・バロー 、ラッセル・Ｄ・
メラー による定義（2011 年）

「相互に結び付いた物流ネットワークを
基盤とするグローバルなロジスティクス
システムである。その目指すところは効
率性と持続可能性の向上であり、標
準化されたモジュラー式コンテナ、物流
結節点、プロトコルを通じてリソースの
共有と統合を可能にする」 

モントルイユ教授による再定義（2012年）

「フィジカルインターネットはオープン型のグ
ローバルロジスティクスシステムである。こ
のシステムは物理的な、デジタルの、およ
び運用上の相互接続性に基づいている
ものである。ここでの相互接続は輸送容
器のカプセル化、インターフェィスおよびプ
ロトコルによって実現される」 

エリック・バロー ブノア・モントルイユ 



フィジカルインターネットは生まれて10数年
世界の動き 日本の動き

2006年 “The Economist”の表紙に“Physical Internet”という言葉
が登場

2011年 PIの概念が確立
B・モントルイユ／E・バロー／R・メラーの論文（定義）

2013年 EU、ALICE（Alliance for Logistics Innovation 
through Collaboration in Europe）設立

2014年 ・“The Physical Internet”（B・モントルイユ／E・バロー／R・
メラー）出版
・第1回PI国際会議開催（IPIC)

2020年 ALICE、フィジカルインターネット・ロードマップ策定 “The Physical Internet”日本語訳出版（日経BP）

2021年 ・「物流施策大綱」(2021～2025)においてフィジカルインターネットに関する記載

・「フィジカルインターネット実現会議」設置（経産省・国交省共同）

・「フィジカルインターネットシンポジウム2021」開催（ヤマトグループ総合研究所）

2022年 ・「フィジカルインターネット・ロードマップ」策定

・一般社団法人フィジカルインターネットセンター（JPIC）」設立（6月）

2024年 ・「物流革新緊急パッケージ」を閣議決定（2月）、通常国会にて物流関連2法
改正が可決・成立（4月）
・「フィジカルインターネットシンポジウム2024」開催（JPIC主催）（2月）
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２．JPICとは？
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4Q

内閣府 （経済産業省・国土交通省協）

2018年4月～2023年3月

スマート物流サービス

一般社団法人

フィジカルインターネットセンター

2022年6月～ 2023年10月～新体制へ

一般社団法人

ヤマトグループ総合研究所

2016年6月～2022年11月

フィジカルインターネットの実現を
目指してスピンアウト

SIPスマート物流サービスの後継組織として、
行政より機能を継承
⚫ スマート物流サービスの啓蒙活動
⚫ 物流情報標準ガイドラインの維持・管理
⚫ 国際連携

2023年2月公認

1Q 2Q 3Q 4Q

2022年度

1Q 2Q 3Q 4Q

2023年度

SIPからJPICへ
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組織図（2023年10月27日～）

社員総会

理事会

監事 菅澤

事務局

理事長

森
（流通科学大）

執行業務状況の管理監督

業務の執行

業務監査

理事

小菅
（ヤマト運輸）

理事

篠部
（ＪＲ貨物）

理事

深井
（日清食品）

奥住
（事務局長）

人材育成 調査・研究標準化・社会実装



会員数の推移

11社
14社

21社

31社

43社

51社

10社

20社

30社

40社

50社

60社

2023年度 2024年度 2025年度
～3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

70社
70社



会員種別

プラチナ会員（理事）100万円 

＋ 人的支援 or 寄付1,000万円以上

プラチナ会員 100万円

ゴールド会員 50万円

●運営参加

●セミナー等の参加（人数制限無）

●シンポジウムでの情報発信
●コンサルティングサービス
・協議会等への参加
・公募のサポート
・ガイドライン準拠のサポート
・新サービスに対するアドバイス等
・企業主催のセミナー等での登壇
・対外発信サポート

●セミナー等の参加（延べ20回迄）

●企業マッチング
●行政との連携支援

会員 20万円



３．JPICの2025年度活動内容
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JPICの事業概要

ワークショップ CLO社会実装支援セミナー

シンポジウム

標準化事業

アカデミア連携 国際連携

PI実現支援事業 その他

フィジカルインターネットモデル
の普及・拡大

物流情報標準の維持管理・普及啓発
国際標準化

フィジカルインターネット領域の
日本国のガラパゴス化防止

フィジカルインターネットに関する
教育・情報提供

CLOを接点とした企業同士の
垂直・水平の連携強化

フィジカルインターネットに関する
普及啓発

高度物流人材
（フィジカルインターネット人材）の育成

フィジカルインターネット及び
標準化に向けた普及啓発

フィジカルインターネット実現に向けた
アクションの立案・推進



2025年度活動スケジュール

4月

1.ワークショップ

2.セミナー

4.シンポジウム

7.標準化事業

3.CLO社会実装

9.広報活動

５月 ６月

1Q

７月 ８月 ９月

２Q

１０月 １１月 １２月

３Q

１月 ２月 ３月

４Q

物流情報標準ガイドラインの普及啓発・維持管理・メンテナンス

協議会の運営・議論

キックオフ 第１回協議会

基本方針：講演・取材依頼等、基本的に来るもの拒まず、能動的に対外発信する

5.アカデミア連携

6.国際連携

調査・研究

発表

諸準備 IPIC 調査・レポートとりまとめ

発表発表

8.PI実現支援事業

第２回協議会 第３回協議会

CLOカンファレンス PIシンポジウム

6/18~20（香港）

ISO/TC344国内委員会
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CLO社会実装支援とJPICのCLO協議会

（１） 目的

（２） 参加者

（３） 実施内容

CLOを接点とした企業同士の垂直・水平の連携強化によるフィジカルインター
ネットの実現

CLO（CLOの候補生、CLOを補佐する者を含む）
物流事業者やシステムベンダー等のCLOのパートナー、関係省庁

CLO協議会の情報交換の場
サロン的なイメージで「プラクティカルな会話」がメイン、パネルディスカッション、ラウンドテーブル等

（0） 背景
改正物効法で物流管理統括者（CLO）の選任が義務化
CLOの設置基準やCLOに何をどこまで求めるのか不透明な状態で、荷主側の理解も進んでいない

2025年度2024年度

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

令和6年度 補正・当初 予算事業

法制度の施行に向けた準備(省令等の検討)
法制化内容の決定

令和7年度 補正・当初 予算事業

各社でCLO設置

1Q

法律施行

CLO機能検討

協議会モデル検討

CLO協議会キックオフシンポジウム

2024年度CLO協議会

協議会モデル再検討

2025年度CLO協議会Plan

Do

Check

Action

第１回 第２回 第３回 第４回 カンファレンス 第１回 第２回 第３回

Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

行
政
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JPICが考えるCLO×LPD①

JPICが考える企業成長を加速する改革とは？

 CLO  × LPD
   （ 荷主企業の責任者 ） × （物流サービス提供企業の責任者）

• 法改正への「受け身」の対応では、ピンチにしかならない。「CLOを中心にSCの構造改革を行
うチャンス」と捉えるべき

• 一方で、「荷主企業」の対応だけでは限界がある
• CLOと対等に議論、交渉できる「視座」「職務権限」「能力」を有した、「CLOのパートナー」
となる物流事業者・サービスプロバイダーの経営層を「LPD（ロジスティクス・プロデュー
サー）」と名付けました
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JPICが考えるCLO×LPD②

目指す世界

フィジカルインターネット
実現に向けて

これから

これまで
CEO

調達部 部長 製造部 物流部 営業部部長 部長 部長

組織の壁組織の壁 組織の壁

CEO

調達部 部長 製造部 物流部 営業部部長 部長 部長

CLO個別最適化

CLO

CLO

CLO

CLO

CLO

CLO
CLO協議会

LPD LPD

LPDLPD

物流オペレーション

SCMプランニング
SCM戦略



IPIC 2025
at Hong Kong

2025.6.18-20
＜Hong Kong Polytechnic 

University＞

Japanese 
Session

SST/Hacobu etc.,
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４．おわりに JPICの目指すもの
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物流2024年問題 効率化／共同物流

物流リソース（資産）

個別企業が所有

物流リソースの共同利用（シェ

ア）

持続的な環境に優しい

物流

究極の共同物流
＝フィジカル
インターネット

フィジカル
インターネットが
2024年問題解
決の鍵となる！

デジタル化
（DX)
標準化
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物流は（物流リソースの）

「所有」から「シェア（共同利用）」の時代へ！

物流の2024年問題を解決し、持続可能な物流体制の構築には、自動化を含めた物流の効率化が必要！
物流の効率化には、自動化、ロボット技術などのイノベーションが不可欠だ。
効率化のためには、共同物流（物流リソースの共同利用・シェアリング）が最も効果的。
共同物流には、デジタル化（DX)（データ収集）と標準化が欠かせない。

フィジカルインターネットの目指すところは、究極のオープンな共同物流。
フィジカルインターネットの実現が、物流の効率化に寄与し、物流の2024年問題を解決に導き、
持続可能な物流システムを作り上げる。
21世紀の物流は、フィジカルインターネット実現の過程！！

JPICは、日本の持続的で環境に優しい物流システムの構築を目指します！
22



ご清聴ありがとう

ございました。

森 隆行

23


	スライド 1: JPICが目指す フィジカルインターネット 
	スライド 2: Contents
	スライド 3: １．フィジカルインターネットとは？
	スライド 4: フィジカルインターネットとは？
	スライド 5: フィジカルインターネットの定義
	スライド 6: フィジカルインターネットは生まれて10数年
	スライド 7: ２．JPICとは？
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: ３．JPICの2025年度活動内容
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: IPIC 2025　 at Hong Kong 2025.6.18-20 ＜Hong Kong Polytechnic University＞
	スライド 20: ４．おわりに　JPICの目指すもの
	スライド 21
	スライド 22: 物流は（物流リソースの） 「所有」から「シェア（共同利用）」の時代へ！
	スライド 23: ご清聴ありがとう ございました。

